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1．はじめに 

 Yahoo!知恵袋に代表される Q&A コミュニティ

はソーシャルメディアに比べて投稿量は少ない

ものの，質問や回答がカテゴリ化されているた

め，ユーザーの投稿意図に対してより精度の高

い情報を取得することが可能である．本研究で

は，国立情報学研究所がヤフー株式会社から提

供を受けて研究者に提供している「Yahoo! 知恵

袋データ（第 3版）」のデータセットを用いて，

同一カテゴリにおける投稿内容の経年的な変化

について検討する．Q&A コミュニティにおける

投稿内容が商品やサービスの評価に関する先行

指標として用いることができれば，マーケティ

ングや商品開発等に活用することが期待できる． 

 

2．先行研究 

 ブログ等の Web コミュニティからの観光情報

の抽出と分析は以前より行われてきた[1]．スマ

ートフォンやソーシャルメディアの普及により

その応用範囲は広がっているものの，精度の高

い分析を行うためにはノイズへの対応が必要と

なる[2] [3]． 

 一方で，Yahoo!知恵袋の投稿データを分析対

象とした先行研究では，投稿意図のはっきりと

した質問文を用いたことにより，計量テキスト

分析の手法から有用な知見を得ることに成功し

ている[4]．ただし，当該の研究では 3年分の投稿

データを一括して扱っているため，時間経過が

与える影響等については詳細に扱うことができ

ていない．そこで，本研究では年度ごとにデー

タを区分することにより，経年的な変化につい

て分析する． 

 

3．分析内容 

3.1．分析に用いるデータ 

 本研究では，国立情報学研究所が提供する

「Yahoo!知恵袋データ(第 3 版)」の 2019年度提供

版と 2020 年度提供版における質問文を利用した

[5]．Yahoo!知恵袋は日本最大の Q&A コミュニテ

ィであり，多くのユーザーから質問と回答が寄

せられている．当該データには，期間中（2014

年 4 月 1日－2018年 3月 31日）に投稿され解決

した質問の10%がランダムサンプリングされたも

のが収録されている． 

分析に当たっては，提供されたデータから「>

地域，旅行，お出かけ>国内>観光地，行楽地」

カテゴリの投稿のみを抽出した．そのため，明

確に観光，行楽目的の投稿であると解釈できる．

分析対象となった投稿は21,546件となった．各年

度の月別投稿数は図 1 の通りである．8 月頃に投

稿数が増え，冬場にかけて投稿数が減っている

点は共通しているが，他の年度に比べて 2014 年

度前半のみ著しく投稿数が多くなっている． 

 

 
図 1 各年度の月別投稿数 

 

3.2．分析手法 

 分析に際して，フリーのテキストマイニングソフ
トウェアである KH Coder（https://khcoder.net/）を使

用した．形態素解析は付属の ChaSen（茶筌）を用

いている． 

分析の手順として，まず経年的な全体の傾向をコ

レスポンデンス分析で可視化し，先行研究の結果と

比較した．次に，登場頻度が高い地名の年度別の登

場数についてカイ二乗検定から有意差が生じている

か検討した．最後にこれらの結果を踏まえて，国内

旅行の動向とどの程度一致しているか考察した． 

なお，分析対象の単語については出現数 500回

以上という制約を設けている．ここでの出現数

は投稿中の出現の有無のみをカウントしている

ため，1 投稿に複数回登場しているものであって

も 1回となる． 

 

4．分析結果 

4.1．コレスポンデンス分析 

 コレスポンデンス分析の結果は図 1の通りとな

った． 横軸を示す成分 1は 50.6%，縦軸を示す成
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分 2は 36.43%の寄与率となった．成分 1は経年的

な変化，成分 2 は 2015 年の傾向をそれぞれ示し

ていると解釈でき，先行研究[4]の結果と概ね一

致していた．ただし，先行研究[4]では年度では

なく年で区切ったため，一部で登場する単語に

変化が見られている． 

 

 
図 2 コレスポンデンス分析の結果 

 

4.2．年度別地名の出現数のカイ二乗検定 

 頻出上位の地名として，「北海道」「東京」

「名古屋」「京都」「大阪」「沖縄」を対象に

年度別の出現数に対してカイ二乗検定を行った．

結果は表 1 にまとめられている． ここでは「大

阪」のみ 1%水準で有意となり，他の地名につい

ては年度ごとに多少の変化はあるものの，有意

差は見られなかった． 

 

4.3．考察  

 コレスポンデンス分析の結果より，緩やかに

ではあるが経年的に投稿内容の変化が生じてい

ることが示唆される．特に，「神社」という単

語は変化が顕著であり，より新しいブーム等を

反映したものであることが予想される． 

年度別地名の出現数では「大阪」が年々全投

稿に占める登場比率を低下させており，「京都」

も似たような傾向を示している．これは外国人

観光客の増加を踏まえた国内旅行客の敬遠の意

向と捉えることができるかもしれない． 

 一方で，コレスポンデンス分析の成分 2におけ

る 2015 年の傾向については「駐車」という単語

の登場頻度が高くなり，「名古屋」が低くなっ

ていると解釈できるが，その背景要因ははっき

りしない．旅行統計等でも 2015 年に名古屋への

観光客の往来が低下したというデータはなく，

投稿内容と実際の旅行者の行動が連動しない結

果となっている． 

表 1 年度別地名の出現数 

 
2014 

年度 

2015 

年度 

2016 

年度 

2017 

年度 

北海道 
302   

(4.37%) 

247   

(4.74%) 

204   

(4.59%) 

222   

(4.45%) 

東京 
658   

(9.53%) 

430   

(8.25%) 

379   

(8.54%) 

426   

(8.54%) 

名古屋 
220   

(3.19%) 

131   

(2.51%) 

130   

(2.93%) 

134   

(2.69%) 

京都 
719 

(10.41%) 

550 

(10.55%) 

427   

(9.62%) 

473   

(9.48%) 

大阪
※※ 

565   

(8.18%) 

372   

(7.14%) 

303   

(6.82%) 

321   

(6.44%) 

沖縄 
368   

(5.33%) 

256   

(4.91%) 

234   

(5.27%) 

263   

(5.27%) 

*<0.05 **<0.01 

 

4．まとめ 

 これまでの結果から， Yahoo!知恵袋における

国内観光カテゴリの投稿内容に経年的な変化が

生じていることを明らかにすることができてい

る．ただし，個別の地名等から得られる知見は

限定的であり，マーケティング等に活用するた

めには課題も多い．今後は個別の観光地の経年

的変化を詳細に分析することで，引き続き有用

な知見を得ることを目指していく． 
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